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新制女子大学の学部・学科組織に関する一考察 

－1948 年から 1950 年まで－ 

 

   湯川 次義 
 
はじめに 

周知のように女性の大学教育は戦後教育改革によって初めて制度的に確立されたが、具

体的には共学大学と女子大学の 2 系統で実現した。筆者は、2 系統で成立したことが日本

の女性の大学教育の一つの特徴であったとの仮説を設定し、その制度的確立を考察してき

たが、本論文ではその一環として、設立された新制女子大学の学部・学科組織を分析し、

その特徴の一端を明らかにしたい。 

成立期の新制女子大学の特徴を分析するポイントとしては、①別学制を選択した理由を

含む設立過程、②教育目的・教育方針、③学部・学科組織、④大学の規模などが考えられ

るが、紙幅の関係もあり、本論文では学部・学科組織を中心に考察する。後述するように、

例えば 1950 年設立の福岡女子大学では、学則第 1 条の目的規定で、「高き知見と清純謙譲

な特性を養つて人格の円満な発展を図るとともに」「女性の本性に適応する文学及び家政学」

を教授すると定めていたように１、成立期の女子大学には、理念に特性教育的要素を含み、

また専門分野では女性の特性に即した学問を教授する大学が少なからず存在した。こうし

た意味で、個別大学の学部・学科組織を分析することにより、成立期の女子大学の特質の

一端を明確にできるものと考える。 

本論文に関連した先行研究としては、主に CIE の動向に着目して女性の大学教育の承認

をめぐる過程を考察した上村千賀子や石井留奈などの研究がある２。さらに、野坂尊子は

家政学系学部・学科に着目して初期の女子大学の特徴を明らかにしている３。天野正子は

新制女子大学の専門領域の特徴を主に数量的に考察しているが、個別大学の分析までは至

っていない４。また、新制大学成立史研究の一環として女子大学の成立を扱った土持ゲー

リー法一や天野郁夫による研究もある５。これらの先行研究は、女子大学の制度的承認に

向けた議論・プロセスに重点をおいたものが多く、個別学校が構想した大学像や最終的に

設けられた女子大学の理念や学部・学科組織の詳細については、明らかにされていない。 

また、筆者は戦後の女性の大学教育の成立に関して、これまで女子教育研究会・女子大

学連盟などの大学設立をめぐる活動及びそれに対するホームズなどのアドバイスを検討す

るとともに、1948 年に設立された私立の神戸女学院大学、さらには 1949 年以降の国立 2

校・公立 4 校の女子大学について、成立過程、教育理念、学部・学科組織の特徴を考察し

てきた。さらには、1946 年以降の男子系大学の門戸開放や公立女子専門学校の共学大学化

についても考察した６。 

本論文では、先行研究及び筆者の研究を踏まえ、学部・学科組織を中心にして、設立さ

れた女子大学がどのような特徴をもつものであったかを明らかにしたい。本論文では、第

一に 1950 年までに設立された新制女子大学のほとんどが旧制専門学校を母体としていた
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ことから、旧制女子専門学校の概要とそれらの新学制への転換状況を把握する。第二に、

女子大学の学部・学科組織を大学ごとにとらえることとし、前身校の学科組織に加え、設

立認可申請時と大学設置委員会の審査を経た認可時の学部・学科組織を、全体的に把握す

る。第三に、以上の検討を踏まえ、設置主体別に女子大学の学部・学科組織を考察し、全

体的な特徴を明らかにする。特に、学部・学科組織と女性の大学教育の目的や性格との関

係について着目したい。 

なお、学部・学科が実際に設けられるまでには、①母体となった教育機関や設置主体に

よる構想、②設立認可申請、③大学設置委員会の審査を受けた文部省の認可、といった段

階を踏むことになる。①の段階は、当該校の校長・教員が中心に構想するものの、国公私

立によって異なり、例えば公立の場合は県知事や市長の意向、さらには議会など学校外の

要素も加わる。一方私立の場合は、理事会などの機関も加わることになる。このような大

学設立過程や学部・学科構想について、国立と公立の場合は既に拙稿にまとめたが、私立

の場合にはこのような経過が個別の大学沿革史に記述されることは少なく、議論の過程が

不明瞭である。このため、本論文では大学設置委員会の審査を経た、認可後の学部・学科

を中心に検討する。また、考察の時期については、大学・専門学校などの旧制高等教育機

関の新制大学への移行が一段落した 1950 年頃７までとする。 
 
１．1947、48 年の女子高等教育機関の概要 

（1）女子専門学校の数量的発展 

1948 年から 1950 年までの間に新制女子大学は 33 校設立されたが、その前身校は 30 校

が公私立の女子専門学校（以下適宜「女専」と略記する）であり、その他は女子高等師範

学校（以下適宜「女高師」と略記する）2 校と新制高等学校専攻科８1 校であった。このよ

うに、新制女子大学は旧制の女専や女高師を基盤に設立されたのであり、教育目的や専門

分野の面でそれらの影響を強く受けることとなった。このため、本論文の考察の前提とし

て、戦前及び敗戦直後の女専について概観する。なお、1950 年の時点では新制女子大学以

外に旧制の女子医科大学 3 校が存在していた点も確認しておきたい。 

周知のように、戦前の政府・文部省は家制度に基づく差別的な女性政策を堅持し、女性

の大学教育の制度化を否定していた。このため、女性の大学教育は男子系大学への傍系入

学以外の途は閉ざされ、そして専門学校と高等師範学校が女性の「最高学府」に位置づい

ていた。また、国家による女専の設立はなされず、その設置主体はすべて公私立であった。 

佐々木啓子は、戦前の女子高等教育の量的拡大過程を 3 期に分け、1900 年から 19 年ま

でを第 1 期、20 年から 34 年までを第 2 期、35 年から 45 年までを第 3 期としている９。ま

た、各時期に設けられた女子専門学校は、11 校、37 校、23 校であり、第 2 期が戦前にお

ける女専の発展期であったとする。本論文との関連でみると、第 3 期の特色として、第二

次世界大戦末期に医師不足を補う目的で公立女子医専が増設されたこと、厚生・経済・理

学など戦時期を反映した専門領域が加えられたことをあげることができる。 

さらに天野郁夫は、敗戦後の 1946、47 年を「女子専門学校ブーム」とし、公立 13 校、
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私立 33 校が新設されたことを指摘している１０。この数は文部省が編纂した『専門学校資

料（下）』で確認できるが、この時期の女専の新設校の多さは 1941 年から 45 年までの間の

17 校を凌ぐもので、46、47 年は戦前・戦後を通じて最も女専が設けられた時期であった。

天野は「女子専門学校ブーム」の背景について、GHQ による男女平等化政策、1945 年 12

月の女子教育刷新要綱の閣議諒解、総力戦体制がもたらした女性の社会進出機会の拡大な

どの状況をあげつつ、中等教員無試験検定資格を獲得したような、女子中等教育機関附設

の専門学校に準ずる教育課程の蓄積があり、それらが文部省の私学に対する統制権限の弱

体化という時代状況の下で専門学校へと昇格したとしている１１。しかし、後述するように

これらの女専の多くは 4 年制大学への転換が困難なために短大を選択することになる。 

 

（2）女子専門学校の専門領域 

戦前の女専の専門分野の実状と特徴について、天野正子の研究１２を参考にしながら概観

する。女専の専門領域は①家政系（家政・裁縫・技芸）、②人文系（英文学・国文学）、③

医療系（医学・歯学・薬学）、④その他に分けられるが、1925 年から 1935 年までの 5 年ご

との在籍者数からみた構成比の推移は、①の家政系は 39．4％、41．4％、39．4％、②の

人文系は 37．7％、20．8％、23．1％、③の医療系は 22.1％、23．4％、36．6％、④のそ

の他は 0．8％、3．9％、5．3％であった。天野正子は、これらの専門領域の主な機能につ

いて、教養教育を目指す人文系、「良妻賢母」の育成と実科高等女学校教員資格の取得を目

指す家政系、医歯薬系の医療関係専門職の養成にあった、と指摘している。 

一方、戦後の専門領域について検討する。1948 年の専門学校への男女別入学者数をまと

めると、表１のようになる１３。女性の入学者が最 

最も多い専門領域は、家政であり、「その他」、薬 

学がそれに続いている。「その他」には文学・音楽 

・美術・体育関係学科が含まれており、戦前の女専 

の女専の専門領域と重なっている。なお、医学が皆 

無であるのは 1947 年に医科の女専が旧制大学に昇 

格しているためである。また、工業や経済関係にも 

若干の女性入学者がみられるが、男性の場合には 

「経済・商業」「工業・理科」「農業・水産」で約 64 

％を占めていることが特徴であり、戦前と同様、男 

女間で選択する専門領域に著しい相違があった。 

 

（3）女子専門学校の転換状況 

次に、これら女専の転換状況を検討する。専門学校は新学制では存在できず、当初は大

学に転換するか廃止することが求められ、1950 年には緊急措置として短大に転換すること

が認められた。『専門学校資料（下）』などにより、1951 年頃まで存在した専門学校を学校

転換という観点からまとめると表２のようになる１４。 

表１ 専門学校への入学者数（1948 年） 

専門領域 女性 男性 合計 

農業・水産     36 5,296 5,326

工業・理科  480 13,581 14,070

経済・商業    513 14,357 14,870

歯学     51    349    400

薬学 1,449   1,449  3,083

家政  5,410       0  5,410

その他  4,560 16,680 21,240

合計 12,508 51,891 64,399

注：その他には、文科・音楽・美術・体育関係 

の学科を含む。『専門学校資料（下）』。 
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表２ 公私立女子専門学校の転換状況 

 転換後の機関 公立女専 私立女専 計 備     考 

旧制大学（医学部・共学）   2   1  3  

旧制女子大学（医学部） 1  2  3  

新制大学（共学）     5   2※A  7 ※A 帝国女子理専・帝国女子医薬専の 2 校

新制女子大学     4  27※B※C  31 ※B:1 校が 50 年に共学大に 

※C:1 校が大学分校に 

短期大学   12  41  53  

廃校 4   7 11  

京都府立医科大学附属女子専門部は、廃校に数えた。『専門学校資料（下）』より、筆者が作成。 

 

まず、女専の旧制大学への転換についてみると、GHQ の PHW（公衆衛生福祉局）の指令

により旧制医科大学に転換したのは 6 校で、その内 3 校が共学大学、3 校が女子大学にな

っている１５。次に新学制への対応としては、4 年制大学になった女専は 38 校で、その内 7

校が共学大学を選択した。特に、帝国女子医学薬学専門学校の薬学科と帝国女子理学専門

学校が東邦大学の薬学部と理学部になり、共学化した点が注目される。さらに、女子薬専

3 校が共学化を選択したこと、また昭和女子薬科大学が設立の翌 50 年に入学者確保の観点

から共学大学になったことにも着目したい。このように、医薬系女専の転換では共学大学

と女子大学がほぼ半数ずつとなっている。また公立女専でも男子系機関と統合するなどし

て共学化したのが 5 校（札幌医科大学を含む）、単独に女子大学に昇格したのが 4 校であっ

た。このような事実を踏まえると、私立家政系・文学系の女専でも理論上は共学を選択す

ることもあり得たといえるが、医薬系とやや事情が異なるものの、これらのすべてが女子

大学を選択した点は戦後日本の女性の大学教育の大きな特徴とみるべきである。 

女専以外に、東京・奈良の女高師は国立大学としては例外的な措置として女子大学とな

り、もう一つの広島女高師は統合されて広島大学の一部となった。伝統ある二つの女高師

が別学を選択したことも、上記私立女専の特徴と同様に注目すべき事実といえる。 

一方、短期大学に転換した旧女専は 53 校であり、4 年制大学よりも 20 数校多い。短大

は、一方では旧制専門学校のうち新制大学への転換が困難なものへの救済的な措置として、

もう一方では女性の場合を中心に簡易な高等教育に対する社会的要求があり、これらを背

景に暫定的な制度として 1950 年に成立した１６。事実 4 年制大学を申請しながら、名古屋

市立女子大学のように「教員組織、施設共に不充分」などの理由で大学設置委員会から認

められなかった女専も 10 校ほど確認できる１７。女子短大の多くは敗戦直後に昇格した女

専を母体としており、さらには新学制に対応できずに廃校した女専も 11 校あった１８。  

 

２．女子大学の学部・学科組織 

1950 年までに設立された新制女子大学 33 校を設立年度別にみると、48 年 5 校、49 年

25 校、50 年 3 校で、また設置主体別では国立 2 校、公立 4 校、私立 27 校であった。これ
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※C:1 校が大学分校に 

短期大学   12  41  53  

廃校 4   7 11  

京都府立医科大学附属女子専門部は、廃校に数えた。『専門学校資料（下）』より、筆者が作成。 

 

まず、女専の旧制大学への転換についてみると、GHQ の PHW（公衆衛生福祉局）の指令

により旧制医科大学に転換したのは 6 校で、その内 3 校が共学大学、3 校が女子大学にな

っている１５。次に新学制への対応としては、4 年制大学になった女専は 38 校で、その内 7

校が共学大学を選択した。特に、帝国女子医学薬学専門学校の薬学科と帝国女子理学専門

学校が東邦大学の薬学部と理学部になり、共学化した点が注目される。さらに、女子薬専

3 校が共学化を選択したこと、また昭和女子薬科大学が設立の翌 50 年に入学者確保の観点

から共学大学になったことにも着目したい。このように、医薬系女専の転換では共学大学

と女子大学がほぼ半数ずつとなっている。また公立女専でも男子系機関と統合するなどし

て共学化したのが 5 校（札幌医科大学を含む）、単独に女子大学に昇格したのが 4 校であっ

た。このような事実を踏まえると、私立家政系・文学系の女専でも理論上は共学を選択す

ることもあり得たといえるが、医薬系とやや事情が異なるものの、これらのすべてが女子

大学を選択した点は戦後日本の女性の大学教育の大きな特徴とみるべきである。 

女専以外に、東京・奈良の女高師は国立大学としては例外的な措置として女子大学とな

り、もう一つの広島女高師は統合されて広島大学の一部となった。伝統ある二つの女高師

が別学を選択したことも、上記私立女専の特徴と同様に注目すべき事実といえる。 

一方、短期大学に転換した旧女専は 53 校であり、4 年制大学よりも 20 数校多い。短大

は、一方では旧制専門学校のうち新制大学への転換が困難なものへの救済的な措置として、

もう一方では女性の場合を中心に簡易な高等教育に対する社会的要求があり、これらを背

景に暫定的な制度として 1950 年に成立した１６。事実 4 年制大学を申請しながら、名古屋

市立女子大学のように「教員組織、施設共に不充分」などの理由で大学設置委員会から認

められなかった女専も 10 校ほど確認できる１７。女子短大の多くは敗戦直後に昇格した女

専を母体としており、さらには新学制に対応できずに廃校した女専も 11 校あった１８。  

 

２．女子大学の学部・学科組織 

1950 年までに設立された新制女子大学 33 校を設立年度別にみると、48 年 5 校、49 年

25 校、50 年 3 校で、また設置主体別では国立 2 校、公立 4 校、私立 27 校であった。これ
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らの女子大学の学部・学科について、①旧教育機関の学科組織、②大学認可申請書の組織、

③認可時の組織を、国公私立別にまとめたのが表３～５である。 
                             

表３ 国立女子大学の学部・学科組織（1950 年） 

大学（設立年） 女高師時の学科

組織 

申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科組織 

お茶の水女子

大学（1949 年） 

東京女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：哲学科・史学科・地理

学科・文学科、理学部：数学科・

物理学科・化学科・生物学科、

家政学部：児童学科・食物学科・

被服学科、教育学部：教育学科・

体育学科 

文学部：哲学科・史学科・地理学

科・文学科・教育学科、理家政学

部：数学科・物理学科・化学科・

生物学科・家政学科 

※50 年＝文教育学部：（文学部と

同一）、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学部：

児童学科・食物学科・被服学科 

奈良女子大学 

（1949 年） 

奈良女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理

学科、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学

部：生活学科・食物学及農芸学

科・被服学科・体育学及健康学

科 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理学

科、理家政学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科・家政学科

（食物学及農芸学専攻・被服学専

攻・健康学専攻） 

         各大学沿革史、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 

 

表４ 公立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科   認可時の学部・学科 

大阪女子大学 

（1949 年） 

大阪府女子専門学校：国

語科・経済科・英語科・

物理科学科・保健科 

人文学部：国文学科・英文

学科・社会福祉学科・生活

科学科 

学芸学部：国文学科・英文学

科・社会福祉学科・生活科学

科 

高知女子大学

（1949 年） 

高知県立女子専門学校：

生活科・生物科・英文科

家政学部：生活学科・生物

学科 

家政学部：生活科学科 

福岡女子大学

（1950 年） 

福岡県女子専門学校：国

語科・数学科・生活科 

学芸学部：国文学専攻・英

文学専攻・生活科学専攻 

学芸学部：国文学科・英文学

科・生活科学科 

熊本女子大学

（1949 年） 

熊本県立女子専門学校：

英文科・生活科・被服科

家政人文学部：家政学科・

文学科 

学芸学部：文学科（英文学専

攻・国文学専攻）・生活学科 

      『専門学校資料（下）』、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 
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らの女子大学の学部・学科について、①旧教育機関の学科組織、②大学認可申請書の組織、

③認可時の組織を、国公私立別にまとめたのが表３～５である。 
                             

表３ 国立女子大学の学部・学科組織（1950 年） 

大学（設立年） 女高師時の学科

組織 

申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科組織 

お茶の水女子

大学（1949 年） 

東京女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：哲学科・史学科・地理

学科・文学科、理学部：数学科・

物理学科・化学科・生物学科、

家政学部：児童学科・食物学科・

被服学科、教育学部：教育学科・

体育学科 

文学部：哲学科・史学科・地理学

科・文学科・教育学科、理家政学

部：数学科・物理学科・化学科・

生物学科・家政学科 

※50 年＝文教育学部：（文学部と

同一）、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学部：

児童学科・食物学科・被服学科 

奈良女子大学 

（1949 年） 

奈良女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理

学科、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学

部：生活学科・食物学及農芸学

科・被服学科・体育学及健康学

科 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理学

科、理家政学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科・家政学科

（食物学及農芸学専攻・被服学専

攻・健康学専攻） 

         各大学沿革史、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 

 

表４ 公立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科   認可時の学部・学科 

大阪女子大学 

（1949 年） 

大阪府女子専門学校：国

語科・経済科・英語科・

物理科学科・保健科 

人文学部：国文学科・英文

学科・社会福祉学科・生活

科学科 

学芸学部：国文学科・英文学

科・社会福祉学科・生活科学

科 

高知女子大学

（1949 年） 

高知県立女子専門学校：

生活科・生物科・英文科

家政学部：生活学科・生物

学科 

家政学部：生活科学科 

福岡女子大学

（1950 年） 

福岡県女子専門学校：国

語科・数学科・生活科 

学芸学部：国文学専攻・英

文学専攻・生活科学専攻 

学芸学部：国文学科・英文学

科・生活科学科 

熊本女子大学

（1949 年） 

熊本県立女子専門学校：

英文科・生活科・被服科

家政人文学部：家政学科・

文学科 

学芸学部：文学科（英文学専

攻・国文学専攻）・生活学科 

      『専門学校資料（下）』、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 
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らの女子大学の学部・学科について、①旧教育機関の学科組織、②大学認可申請書の組織、

③認可時の組織を、国公私立別にまとめたのが表３～５である。 
                             

表３ 国立女子大学の学部・学科組織（1950 年） 

大学（設立年） 女高師時の学科

組織 

申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科組織 

お茶の水女子

大学（1949 年） 

東京女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：哲学科・史学科・地理

学科・文学科、理学部：数学科・

物理学科・化学科・生物学科、

家政学部：児童学科・食物学科・

被服学科、教育学部：教育学科・

体育学科 

文学部：哲学科・史学科・地理学

科・文学科・教育学科、理家政学

部：数学科・物理学科・化学科・

生物学科・家政学科 

※50 年＝文教育学部：（文学部と

同一）、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学部：

児童学科・食物学科・被服学科 

奈良女子大学 

（1949 年） 

奈良女子高等師

範学校：文科・

理科・家政科・

体育科 

 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理

学科、理学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科、家政学

部：生活学科・食物学及農芸学

科・被服学科・体育学及健康学

科 

文学部：社会学科・国語国文学

科・英語英文学科・史学及地理学

科、理家政学部：数学科・物理学

科・化学科・生物学科・家政学科

（食物学及農芸学専攻・被服学専

攻・健康学専攻） 

         各大学沿革史、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 

 

表４ 公立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科   認可時の学部・学科 

大阪女子大学 

（1949 年） 

大阪府女子専門学校：国

語科・経済科・英語科・

物理科学科・保健科 

人文学部：国文学科・英文

学科・社会福祉学科・生活

科学科 

学芸学部：国文学科・英文学

科・社会福祉学科・生活科学

科 

高知女子大学

（1949 年） 

高知県立女子専門学校：

生活科・生物科・英文科

家政学部：生活学科・生物

学科 

家政学部：生活科学科 

福岡女子大学

（1950 年） 

福岡県女子専門学校：国

語科・数学科・生活科 

学芸学部：国文学専攻・英

文学専攻・生活科学専攻 

学芸学部：国文学科・英文学

科・生活科学科 

熊本女子大学

（1949 年） 

熊本県立女子専門学校：

英文科・生活科・被服科

家政人文学部：家政学科・

文学科 

学芸学部：文学科（英文学専

攻・国文学専攻）・生活学科 

      『専門学校資料（下）』、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 
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表５ 私立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大 学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科 

宮城学院女子大

学（1949 年） 

宮城学院女子専門学

校：育児科・国語科・

外国語(英)科・音楽科 

文学部：英文学科、音楽部：

ピアノ科・声学科・師範科 

学芸学部：英文学科・音楽科

 

和 洋 女 子 大学

（1949 年） 

和洋女子専門学校：生

活科・被服科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

大 妻 女 子 大学

（1949 年） 

大妻女子専門学校：被

服科（1 部・2 部）・生

活科 

家政学部：食物家政学科・被

服家政学科・理学家政学科・

生物家政学科・社会家政学科

家政学部：食物学科、被服学

科、家庭理学科 

共 立 女 子 大学

（1949 年） 

共立女子専門学校：被

服科・生活科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

共 立 薬 科 大学

（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

実 践 女 子 大学

（1949 年） 

実践女子専門学校：国

語科・歴史科・育児科・

生活科・被服科 

家政学部：国文学科・英文学

科・家政学科  

文家政学部：国文学科・英文

学科・家政学科 

 

昭 和 女 子 大学

（1949 年） 

日本女子専門学校：国

語科・英語科・被服科 

文政学部：国文学科・英文学

科・被服学科 

学芸学部：国文学専攻・英文

学専攻・被服学専攻 

昭和(女子)薬科

大学(1949 年） 

昭和女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

※50 年に共学化 

女 子 美 術 大学

（1949 年） 

女子美術専門学校：絵

画科・被服科・工芸科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

聖 心 女 子 大学

（1948 年） 

聖心女子学院専門学

校：英語科・国語科・

歴史科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

津 田 塾 大 学

（1948 年） 

津田塾専門学校：外国

語科・数学科 

文学部：国文学科・英文学

科・史学科、理学部：数学科・

化学科 

英文学部：英文学科 

※49 年に数学科を増設し、

学芸学部と名称変更 

東 京 家 政 大学

（1949 年） 

東京女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

東 京 女 子 大学

（1948 年） 

東京女子大学：国語

科・歴史科・外国語科(英

語)・数学科・経済科 

文理学部：文学科・哲学科・

社会学科・理学科 

文学部：英文学科・国文学

科・哲学科 

日 本 女 子 大学

（1948 年） 

日本女子大学校：生活

科・生活芸術科・児童

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専攻

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専
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表５ 私立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大 学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科 

宮城学院女子大

学（1949 年） 

宮城学院女子専門学

校：育児科・国語科・

外国語(英)科・音楽科 

文学部：英文学科、音楽部：

ピアノ科・声学科・師範科 

学芸学部：英文学科・音楽科

 

和 洋 女 子 大学

（1949 年） 

和洋女子専門学校：生

活科・被服科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

大 妻 女 子 大学

（1949 年） 

大妻女子専門学校：被

服科（1 部・2 部）・生

活科 

家政学部：食物家政学科・被

服家政学科・理学家政学科・

生物家政学科・社会家政学科

家政学部：食物学科、被服学

科、家庭理学科 

共 立 女 子 大学

（1949 年） 

共立女子専門学校：被

服科・生活科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

共 立 薬 科 大学

（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

実 践 女 子 大学

（1949 年） 

実践女子専門学校：国

語科・歴史科・育児科・

生活科・被服科 

家政学部：国文学科・英文学

科・家政学科  

文家政学部：国文学科・英文

学科・家政学科 

 

昭 和 女 子 大学

（1949 年） 

日本女子専門学校：国

語科・英語科・被服科 

文政学部：国文学科・英文学

科・被服学科 

学芸学部：国文学専攻・英文

学専攻・被服学専攻 

昭和(女子)薬科

大学(1949 年） 

昭和女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

※50 年に共学化 

女 子 美 術 大学

（1949 年） 

女子美術専門学校：絵

画科・被服科・工芸科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

聖 心 女 子 大学

（1948 年） 

聖心女子学院専門学

校：英語科・国語科・

歴史科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

津 田 塾 大 学

（1948 年） 

津田塾専門学校：外国

語科・数学科 

文学部：国文学科・英文学

科・史学科、理学部：数学科・

化学科 

英文学部：英文学科 

※49 年に数学科を増設し、

学芸学部と名称変更 

東 京 家 政 大学

（1949 年） 

東京女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

東 京 女 子 大学

（1948 年） 

東京女子大学：国語

科・歴史科・外国語科(英

語)・数学科・経済科 

文理学部：文学科・哲学科・

社会学科・理学科 

文学部：英文学科・国文学

科・哲学科 

日 本 女 子 大学

（1948 年） 

日本女子大学校：生活

科・生活芸術科・児童

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専攻

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専
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表５ 私立女子大学の学部・学科組織（1950 年）      （女専の学科は本科のみ） 

大 学（設立年） 専門学校時の学科 申請書の学部・学科組織 認可時の学部・学科 

宮城学院女子大

学（1949 年） 

宮城学院女子専門学

校：育児科・国語科・

外国語(英)科・音楽科 

文学部：英文学科、音楽部：

ピアノ科・声学科・師範科 

学芸学部：英文学科・音楽科

 

和 洋 女 子 大学

（1949 年） 

和洋女子専門学校：生

活科・被服科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

大 妻 女 子 大学

（1949 年） 

大妻女子専門学校：被

服科（1 部・2 部）・生

活科 

家政学部：食物家政学科・被

服家政学科・理学家政学科・

生物家政学科・社会家政学科

家政学部：食物学科、被服学

科、家庭理学科 

共 立 女 子 大学

（1949 年） 

共立女子専門学校：被

服科・生活科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

家政学部：生活学科・被服学

科 

共 立 薬 科 大学

（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

実 践 女 子 大学

（1949 年） 

実践女子専門学校：国

語科・歴史科・育児科・

生活科・被服科 

家政学部：国文学科・英文学

科・家政学科  

文家政学部：国文学科・英文

学科・家政学科 

 

昭 和 女 子 大学

（1949 年） 

日本女子専門学校：国

語科・英語科・被服科 

文政学部：国文学科・英文学

科・被服学科 

学芸学部：国文学専攻・英文

学専攻・被服学専攻 

昭和(女子)薬科

大学(1949 年） 

昭和女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

※50 年に共学化 

女 子 美 術 大学

（1949 年） 

女子美術専門学校：絵

画科・被服科・工芸科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

芸術学部：美術学科、服飾学

科 

聖 心 女 子 大学

（1948 年） 

聖心女子学院専門学

校：英語科・国語科・

歴史科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

文学部：外国語外国文学学

科・国語国文学科・歴史社会

学科・哲学科 

津 田 塾 大 学

（1948 年） 

津田塾専門学校：外国

語科・数学科 

文学部：国文学科・英文学

科・史学科、理学部：数学科・

化学科 

英文学部：英文学科 

※49 年に数学科を増設し、

学芸学部と名称変更 

東 京 家 政 大学

（1949 年） 

東京女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

家政学部：生活科学科・被服

学科 

東 京 女 子 大学

（1948 年） 

東京女子大学：国語

科・歴史科・外国語科(英

語)・数学科・経済科 

文理学部：文学科・哲学科・

社会学科・理学科 

文学部：英文学科・国文学

科・哲学科 

日 本 女 子 大学

（1948 年） 

日本女子大学校：生活

科・生活芸術科・児童

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専攻

家政学部：児童学科・食物学

科・生活芸術科（住居学専
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学科・社会福祉学科・

家政理科（物理化学専

攻・生物農芸専攻）・国

語国文科・英語英文

科・歴史科 

及び被服学専攻）・社会福祉

科・家政理学科（一部：物理

化学専攻、二部：生物農芸専

攻）、文学部：国文学科、英

文学科、史学科 

攻・被服学専攻）・社会福祉

学科・家政理学科（一部：物

理化学専攻、二部：生物農芸

専攻）、文学部：国文学科・

英文学科・史学科 

相 模 女 子 大学

（1949 年） 

帝国女子専門学校：育

児科・生活科・国語科・

経済科 

学芸学部：国文学科、栄養学

科、家政経済学科 

 

学芸学部：国文科・食物学

科・経済学科 

清 泉 女 子 大学

（1950 年） 

清泉女学院専攻部：文

科・家政科 

文学部：国文学科・英文学科 文学部：国文学科・英文学科

 

金 城 学 院 大学

（1949 年） 

金城女子専門学校:英

文科・国語科・経済科・

被服科・生活科・育児科

文学部：英文学科 英文学部：英文学科 

椙山女学院大学

（1949 年） 

椙山女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

京 都 女 子 大学

（1949 年） 

京都女子専門学校：育

児科・生活科・被服科・

国語科・外国語科（中

国・英語） 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

同志社女子大学

（1949 年） 

同志社女子専門学校：

育児科・生活科・外国

（英語）科 

学芸学部：英文学専攻・音楽

学専攻・食物学専攻 

学芸学部：英文学専攻・音楽

専攻・食物学専攻 

大阪樟蔭女子大

学（1949 年） 

樟蔭女子専門学校：国

語科・生活科・育児科・

被服科・物理化学科・

英語科 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

神戸女学院大学

（1948 年） 

神戸女学院専門学校：

外国語（英語科）・保健

科・育児科・経済科・

音楽科 

文学科系：英文学科・国文学

科・歴史学科・社会学科 

家政学系：食物専攻・児童学

専攻 

文学部：英文学科・社会学

科・家政学科 

※49 年に音楽科増設 

神戸女子薬科大

学（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

武庫川学院女子

大学（1949 年） 

武庫川女子専門学校：

国文科・保健科・被服

科・英文科 

文学部：国文学科・英文学科、

家政学部：食物学科・被服学

科 

学芸学部：国文学科・生活学

科 

ノートルダム清 岡山清心女子専門学 文学部：英文学科、家政学部： 学芸学部：英文学専攻・家政
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学科・社会福祉学科・

家政理科（物理化学専

攻・生物農芸専攻）・国

語国文科・英語英文

科・歴史科 

及び被服学専攻）・社会福祉

科・家政理学科（一部：物理

化学専攻、二部：生物農芸専

攻）、文学部：国文学科、英

文学科、史学科 

攻・被服学専攻）・社会福祉

学科・家政理学科（一部：物

理化学専攻、二部：生物農芸

専攻）、文学部：国文学科・

英文学科・史学科 

相 模 女 子 大学

（1949 年） 

帝国女子専門学校：育

児科・生活科・国語科・

経済科 

学芸学部：国文学科、栄養学

科、家政経済学科 

 

学芸学部：国文科・食物学

科・経済学科 

清 泉 女 子 大学

（1950 年） 

清泉女学院専攻部：文

科・家政科 

文学部：国文学科・英文学科 文学部：国文学科・英文学科

 

金 城 学 院 大学

（1949 年） 

金城女子専門学校:英

文科・国語科・経済科・

被服科・生活科・育児科

文学部：英文学科 英文学部：英文学科 

椙山女学院大学

（1949 年） 

椙山女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

京 都 女 子 大学

（1949 年） 

京都女子専門学校：育

児科・生活科・被服科・

国語科・外国語科（中

国・英語） 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

同志社女子大学

（1949 年） 

同志社女子専門学校：

育児科・生活科・外国

（英語）科 

学芸学部：英文学専攻・音楽

学専攻・食物学専攻 

学芸学部：英文学専攻・音楽

専攻・食物学専攻 

大阪樟蔭女子大

学（1949 年） 

樟蔭女子専門学校：国

語科・生活科・育児科・

被服科・物理化学科・

英語科 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

神戸女学院大学

（1948 年） 

神戸女学院専門学校：

外国語（英語科）・保健

科・育児科・経済科・

音楽科 

文学科系：英文学科・国文学

科・歴史学科・社会学科 

家政学系：食物専攻・児童学

専攻 

文学部：英文学科・社会学

科・家政学科 

※49 年に音楽科増設 

神戸女子薬科大

学（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

武庫川学院女子

大学（1949 年） 

武庫川女子専門学校：

国文科・保健科・被服

科・英文科 

文学部：国文学科・英文学科、

家政学部：食物学科・被服学

科 

学芸学部：国文学科・生活学

科 

ノートルダム清 岡山清心女子専門学 文学部：英文学科、家政学部： 学芸学部：英文学専攻・家政
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学科・社会福祉学科・

家政理科（物理化学専

攻・生物農芸専攻）・国

語国文科・英語英文

科・歴史科 

及び被服学専攻）・社会福祉

科・家政理学科（一部：物理

化学専攻、二部：生物農芸専

攻）、文学部：国文学科、英

文学科、史学科 

攻・被服学専攻）・社会福祉

学科・家政理学科（一部：物

理化学専攻、二部：生物農芸

専攻）、文学部：国文学科・

英文学科・史学科 

相 模 女 子 大学

（1949 年） 

帝国女子専門学校：育

児科・生活科・国語科・

経済科 

学芸学部：国文学科、栄養学

科、家政経済学科 

 

学芸学部：国文科・食物学

科・経済学科 

清 泉 女 子 大学

（1950 年） 

清泉女学院専攻部：文

科・家政科 

文学部：国文学科・英文学科 文学部：国文学科・英文学科

 

金 城 学 院 大学

（1949 年） 

金城女子専門学校:英

文科・国語科・経済科・

被服科・生活科・育児科

文学部：英文学科 英文学部：英文学科 

椙山女学院大学

（1949 年） 

椙山女子専門学校：育

児科・生活科・被服科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

家政学部：食物学科、被服学

科 

京 都 女 子 大学

（1949 年） 

京都女子専門学校：育

児科・生活科・被服科・

国語科・外国語科（中

国・英語） 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

文学部：国文学科・英文学

科・中国文史学科、家政学

部：児童学科・食物学科・被

服学科 

同志社女子大学

（1949 年） 

同志社女子専門学校：

育児科・生活科・外国

（英語）科 

学芸学部：英文学専攻・音楽

学専攻・食物学専攻 

学芸学部：英文学専攻・音楽

専攻・食物学専攻 

大阪樟蔭女子大

学（1949 年） 

樟蔭女子専門学校：国

語科・生活科・育児科・

被服科・物理化学科・

英語科 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

 

学芸学部：国文学科・英米文

学科・被服学科・児童学科・

食物学科 

神戸女学院大学

（1948 年） 

神戸女学院専門学校：

外国語（英語科）・保健

科・育児科・経済科・

音楽科 

文学科系：英文学科・国文学

科・歴史学科・社会学科 

家政学系：食物専攻・児童学

専攻 

文学部：英文学科・社会学

科・家政学科 

※49 年に音楽科増設 

神戸女子薬科大

学（1949 年） 

共立女子薬学専門学

校：薬学科 

薬学部：薬学科 薬学部：薬学科 

武庫川学院女子

大学（1949 年） 

武庫川女子専門学校：
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科 
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『専門学校資料（下）』、各大学設置認可申請書、大学設置委員会審査報告書などにより作成。 

 
これらの表により、1950 年時点の学部・学科組織にみられる特徴を分析する。まず学部

名と数を示すと、学芸学部 12、文学部 9、家政学部 9、薬学部 3、英文学部 1、芸術学部 1、

文教育学部 1、文家政学部 1、理家政学部 1 である。これらの学部には、学芸学部・家政学

部・文教育学部のように、旧学制では認められなかった名称も多い。学芸学部は、教員養

成を主目的とする学部名称であるとともに、幅広い教養や学際領域を教育する学部に付さ

れた名称であった。女子大学の学芸学部では文学系と生活科学系が並立することが多かっ

た。また、家政学部は、戦前から女子大学設立にとっての課題として位置づいていたが、

1947 年の大学基準を策定する委員会で承認され、48 年に家政学教育基準も定められている

１９。家政学部の承認は、女子大学設立に大きな意義をもつものであった。 

なお、規模の面で共学大学と対比すると、女子大学には 1 学部だけの大学が 21 校もあ

り、入学定員も 40 人、60 人の大学があるなど、全体として小規模であったことも、その

特徴として確認しておきたい。 

 次に設置主体別に新制女子大学の学部・学科組織の特徴を考察する。まず、国立女子大

学の学部・学科組織について表 3 と拙稿２０により検討すると、東京女高師では、当初は 3

学部や 2 学部を構想していたが、1948 年の認可申請時は家政学部・理学部・文学部・教育

学部の 4 学部案であった。この 4 学部案は、基本的には女子中等教育機関の学科目に対応

した女高師時代の領域を基盤に作成されているが、「女子のために適切な内容と設備を具え

た大学」を目指すと説き２１、また家政学の専門性を強めて学部として構想したことからも

明らかなように、一部に特性教育的要素を含むものといえる。この申請に対して大学設置

委員会では、家政学部が独立するには教員組織の強化が必要であるとし、文学部と理家政

学部の 2 学部にまとめるよう報告している２２。この他、教養教育や教員養成を主目的とす

るか、研究大学とするかといった大学の性格をめぐって文部省などと対立したが、同校で

は研究大学となることに強く固執した点が注目される。 

その後のお茶の水女子大学の学部・学科組織の変化をみると、翌 1950 年に学部を 3 学

部に増設した。すなわち、理家政学部から家政学系が分離独立した形で理学部と家政学部

に分かれ、家政学部は児童学科・食物学科・被服学科の組織となった。さらに文学部につ

いては、文教育学部に名称変更するとともに、教育学科内に若干の変更を加えている。 

次に、奈良女子大学の学部・学科組織について検討する。奈良女高師では、4 学部案や

6 学部案が作成されていたが、次第に規模を縮小することになり、3 学部で認可申請した。
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しかし、お茶の水女子大学の場合と同様に文学部と理家政学部の 2 学部で認可された。同

校の文学部は 4 学科からなり、旧女高師の倫理学・哲学をもとに社会学科、文科第一部（国

語漢文選択）をもとに国語国文学科と英語英文学科、文科第二部（歴史・地理選択）をも

とに史学地理学科を組織した。理家政学部は 5 学科からなり、理科第一部（数学選択）を

もとに数学科、第二部（物理化学選択）をもとに物理学科と化学科、第三部（植物動物選

択）をもとに生物学科、家政科第一部（家政育児保健選択）・第二部（被服選択）・体育科

をもとに家政科を組織している２３。このように、同校でも旧奈良女高師の専門をほぼ引き

継いで学部・学科が組織されたといえる。また、同校も大学の性格を研究大学として位置

づけている。なお、同校の場合は 1953 年に理家政学部を理学部と家政学部に分離した。 

次に、公立女子大学の学部・学科組織について表 4 や拙稿２４により検討する。公立女子

大学 4 校はいずれも単科大学で、3 校が学芸学部を、1 校が家政学部を設けた。構想段階で

は、大阪女子大学と高知女子大学で 2 学部案であったが、大学設置基準や家政学教育基準

から判断して、いずれも 1 学部での認可申請にとどまった。 

学科組織としては、生活科学科などが 4 大学に、また国文・英文学科が 3 大学に設けら

れた。高知女子大学では女専の専門を基盤に生活学科と生物学科の 2 学科で申請したが、

大学設置委員会からは「各々別個では弱体」であり、統合して生活科学科とするよう指摘

された。これらの組織は、おおよそ旧女専の専門を引き継ぐ形で編制された。例えば、大

阪女子大学では、旧女専の国語科が国文学科に、英語科が英文学科に、経済科が社会福祉

学科に、物理科学科と保健科が生活科学科になったとされている２５。なお、同大学の社会

福祉学科と生活科学科の元となった経済科・物理科学科・保健科は 1944 年に戦時への対応

として設けられたものであり、女専としては特別な専門領域であったといえよう。 

公立女子大学全体の学部・学科組織をみると、新学制への対応の時期が短かったことか

ら現実的な対応が迫られた面があったと推察されるが、いずれも旧女専の特性教育的要素

を含む家政学系と文学系を中心に構成した点が特徴であり、しかも文学系は国文学・英文

学に限られていた。特性教育的色彩の濃い目的規定と学部・学科組織が連動していたこと

は、「はじめに」で福岡女子大学の事例を示したが、熊本女子大学の場合も同様であった。

この他、研究大学を目指した公立女子大学は確認できないことも指摘しておきたい。 

次に、私立女子大学の学部・学科組織について検討する。1950 年時点の私立女子大学に

おいては、学芸学部が 8 と最も多く、家政学部 7、文学部 6、薬学部 3（昭和薬科大学を含

む）、英文学部 2、文家政学部と芸術学部が各１となっている。薬学部や津田塾の理学部構

想などを除いて、ほぼ家政学系と文学系学部に限定されており、社会科学系や理工系など、

共学総合大学にみられるような学部の設置は皆無であった。 

このような学部構成が認可される前の大学設置委員会の審査をみると２６、同志社女子大

学のように学部・学科組織は「適当である」として、申請通り認められた大学もあったが、

表 5 から明らかなように修正も少なくなかった。主な修正指示を示すと、津田塾大学では

文学部（国文学科・英文学科・史学科）と理学部（数学科・化学科）で申請したが、「文学

部及び理学部よりなる大学としては適当と認めぬ 寧ろ英文学科、数学科及化学科よりな
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学に限られていた。特性教育的色彩の濃い目的規定と学部・学科組織が連動していたこと

は、「はじめに」で福岡女子大学の事例を示したが、熊本女子大学の場合も同様であった。

この他、研究大学を目指した公立女子大学は確認できないことも指摘しておきたい。 

次に、私立女子大学の学部・学科組織について検討する。1950 年時点の私立女子大学に

おいては、学芸学部が 8 と最も多く、家政学部 7、文学部 6、薬学部 3（昭和薬科大学を含

む）、英文学部 2、文家政学部と芸術学部が各１となっている。薬学部や津田塾の理学部構

想などを除いて、ほぼ家政学系と文学系学部に限定されており、社会科学系や理工系など、

共学総合大学にみられるような学部の設置は皆無であった。 

このような学部構成が認可される前の大学設置委員会の審査をみると２６、同志社女子大

学のように学部・学科組織は「適当である」として、申請通り認められた大学もあったが、

表 5 から明らかなように修正も少なくなかった。主な修正指示を示すと、津田塾大学では

文学部（国文学科・英文学科・史学科）と理学部（数学科・化学科）で申請したが、「文学

部及び理学部よりなる大学としては適当と認めぬ 寧ろ英文学科、数学科及化学科よりな
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しかし、お茶の水女子大学の場合と同様に文学部と理家政学部の 2 学部で認可された。同

校の文学部は 4 学科からなり、旧女高師の倫理学・哲学をもとに社会学科、文科第一部（国

語漢文選択）をもとに国語国文学科と英語英文学科、文科第二部（歴史・地理選択）をも

とに史学地理学科を組織した。理家政学部は 5 学科からなり、理科第一部（数学選択）を

もとに数学科、第二部（物理化学選択）をもとに物理学科と化学科、第三部（植物動物選

択）をもとに生物学科、家政科第一部（家政育児保健選択）・第二部（被服選択）・体育科

をもとに家政科を組織している２３。このように、同校でも旧奈良女高師の専門をほぼ引き

継いで学部・学科が組織されたといえる。また、同校も大学の性格を研究大学として位置

づけている。なお、同校の場合は 1953 年に理家政学部を理学部と家政学部に分離した。 

次に、公立女子大学の学部・学科組織について表 4 や拙稿２４により検討する。公立女子

大学 4 校はいずれも単科大学で、3 校が学芸学部を、1 校が家政学部を設けた。構想段階で

は、大阪女子大学と高知女子大学で 2 学部案であったが、大学設置基準や家政学教育基準

から判断して、いずれも 1 学部での認可申請にとどまった。 

学科組織としては、生活科学科などが 4 大学に、また国文・英文学科が 3 大学に設けら

れた。高知女子大学では女専の専門を基盤に生活学科と生物学科の 2 学科で申請したが、

大学設置委員会からは「各々別個では弱体」であり、統合して生活科学科とするよう指摘

された。これらの組織は、おおよそ旧女専の専門を引き継ぐ形で編制された。例えば、大

阪女子大学では、旧女専の国語科が国文学科に、英語科が英文学科に、経済科が社会福祉

学科に、物理科学科と保健科が生活科学科になったとされている２５。なお、同大学の社会

福祉学科と生活科学科の元となった経済科・物理科学科・保健科は 1944 年に戦時への対応

として設けられたものであり、女専としては特別な専門領域であったといえよう。 

公立女子大学全体の学部・学科組織をみると、新学制への対応の時期が短かったことか

ら現実的な対応が迫られた面があったと推察されるが、いずれも旧女専の特性教育的要素

を含む家政学系と文学系を中心に構成した点が特徴であり、しかも文学系は国文学・英文

学に限られていた。特性教育的色彩の濃い目的規定と学部・学科組織が連動していたこと

は、「はじめに」で福岡女子大学の事例を示したが、熊本女子大学の場合も同様であった。

この他、研究大学を目指した公立女子大学は確認できないことも指摘しておきたい。 

次に、私立女子大学の学部・学科組織について検討する。1950 年時点の私立女子大学に

おいては、学芸学部が 8 と最も多く、家政学部 7、文学部 6、薬学部 3（昭和薬科大学を含

む）、英文学部 2、文家政学部と芸術学部が各１となっている。薬学部や津田塾の理学部構

想などを除いて、ほぼ家政学系と文学系学部に限定されており、社会科学系や理工系など、

共学総合大学にみられるような学部の設置は皆無であった。 

このような学部構成が認可される前の大学設置委員会の審査をみると２６、同志社女子大

学のように学部・学科組織は「適当である」として、申請通り認められた大学もあったが、

表 5 から明らかなように修正も少なくなかった。主な修正指示を示すと、津田塾大学では

文学部（国文学科・英文学科・史学科）と理学部（数学科・化学科）で申請したが、「文学

部及び理学部よりなる大学としては適当と認めぬ 寧ろ英文学科、数学科及化学科よりな
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る文理学部」とすることを「適当」とされ、また国文学科・史学科は 49 年度開設予定のた

め審査から除外された２７。しかし、文部省の認可書類中の文書では、1 学科だけの「英文

学部」として開設を認められ２８、結局 48 年度には英文学部のみで開学している。さらに

宮城学院女子大学の場合は、①英文学科のみで文学部を構成すること、②音楽部の名称と

その構成の 2 点が検討を要するとされ、また大妻女子大学では 5 学科からなる家政学部を

3 学科に統合することが適当と報告された。武庫川女子大学では、文学部(2 学科)と家政学

部(2 学科)の 2 学部で申請したが、「大学開設当初の負担能力」から判断して組織が大きす

ぎるため、2 学科からなる「学芸学部式とすることが適当」とされている。 

認可後の学部・学科の組織変更としては、49 年に津田塾大学では数学科を増設するとと

もに学部名を学芸学部に変更し、神戸女学院大学では音楽科を増設した。 

 次に学部ごとの学科組織を検討する。まず、学芸学部についてみると、国文学科・英米

文学科と被服学科・児童学科・食物学科という、文学系と家政学系の 2 系統から組織され

ている大阪樟蔭女子大学、国文学科と生活学科からなる武庫川女子大学の場合が典型とい

えよう。他の学芸学部としては、英文学科と音楽科からなる宮城学院女子大学、文学系と

家政学系に経済学科を加えた相模女子大学、音楽専攻を置く同志社女子大学などがある。 

次に、家政学部の学科組織を検討する。なお、「家政学教育基準」では学部とするには 3

学科以上、また学科とするには二つ以上の専攻課程を設ける必要があった。さらに学科の

事例として、児童・食物・被服・住居・社会福祉・施設経営の学科名が示されている。 

最も規模が大きい家政学部は日本女子大学のもので、5 学科から構成されている。ほと

んどの家政学部が被服と食物が中心であったのに対して、同校ではこれら 2 領域以外に児

童学科、社会福祉学科、家政理学科や住居学専攻を設けている。家政理学科は「家庭生活

の向上に資するを目的とする理科学的研究に主力」をおくもので２９、同校ではアメリカ的

な科学を基盤とする家政学の樹立を目指していた。このため、大学設置委員会も「就中家

政学部を設置して家政学の研究教育の水準を高めんとするところに本大学の特殊の使命が

ある」、その学科組織・内容は「科学的基礎を有」する、と高く評価している３０。 

日本女子大学も含めた家政学部全体の学科組織をみると、すべてに被服関係の学科や専

攻が設けられており、被服が家政学の中心であったことが分かる。その他、食物学科が 4

校、生活科学科が 3 校、児童学科が 2 校、家政理学科と家庭理学科が 1 校ずつ置かれてい

る。生活科学科は、例えば和洋女子大学の場合、同大学沿革史では授業科目からみて内容

は食物が中心であったとしている３１。以上のような家政学部の組織は、戦前日本の家政学

が被服と食物を中心に発達したことが大きく影響していたといえる３２。また、家政学教育

基準中の学科名称と対比すると、家政学の専門領域の幅が狭いことが指摘できる。 

さらに、文学部の学科組織をみると、清泉女子大学のように国文学科と英文学科を基本

としていた。国文学科が設けられていないのは神戸女学院大学だけであるが、同校が申請

した国文学科は大学設置委員会から「教員組織が極めて不十分」として否定されたのであ

った３３。国文・英文以外の学科としては、歴史社会学科・哲学科を置く聖心女子、歴史学

科を置く日本女子、社会学科・家政学科・音楽部を置く神戸女学院大学などもみられる。
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る文理学部」とすることを「適当」とされ、また国文学科・史学科は 49 年度開設予定のた

め審査から除外された２７。しかし、文部省の認可書類中の文書では、1 学科だけの「英文

学部」として開設を認められ２８、結局 48 年度には英文学部のみで開学している。さらに

宮城学院女子大学の場合は、①英文学科のみで文学部を構成すること、②音楽部の名称と

その構成の 2 点が検討を要するとされ、また大妻女子大学では 5 学科からなる家政学部を

3 学科に統合することが適当と報告された。武庫川女子大学では、文学部(2 学科)と家政学

部(2 学科)の 2 学部で申請したが、「大学開設当初の負担能力」から判断して組織が大きす

ぎるため、2 学科からなる「学芸学部式とすることが適当」とされている。 

認可後の学部・学科の組織変更としては、49 年に津田塾大学では数学科を増設するとと

もに学部名を学芸学部に変更し、神戸女学院大学では音楽科を増設した。 

 次に学部ごとの学科組織を検討する。まず、学芸学部についてみると、国文学科・英米

文学科と被服学科・児童学科・食物学科という、文学系と家政学系の 2 系統から組織され

ている大阪樟蔭女子大学、国文学科と生活学科からなる武庫川女子大学の場合が典型とい

えよう。他の学芸学部としては、英文学科と音楽科からなる宮城学院女子大学、文学系と

家政学系に経済学科を加えた相模女子大学、音楽専攻を置く同志社女子大学などがある。 

次に、家政学部の学科組織を検討する。なお、「家政学教育基準」では学部とするには 3

学科以上、また学科とするには二つ以上の専攻課程を設ける必要があった。さらに学科の

事例として、児童・食物・被服・住居・社会福祉・施設経営の学科名が示されている。 

最も規模が大きい家政学部は日本女子大学のもので、5 学科から構成されている。ほと

んどの家政学部が被服と食物が中心であったのに対して、同校ではこれら 2 領域以外に児

童学科、社会福祉学科、家政理学科や住居学専攻を設けている。家政理学科は「家庭生活

の向上に資するを目的とする理科学的研究に主力」をおくもので２９、同校ではアメリカ的

な科学を基盤とする家政学の樹立を目指していた。このため、大学設置委員会も「就中家

政学部を設置して家政学の研究教育の水準を高めんとするところに本大学の特殊の使命が

ある」、その学科組織・内容は「科学的基礎を有」する、と高く評価している３０。 

日本女子大学も含めた家政学部全体の学科組織をみると、すべてに被服関係の学科や専

攻が設けられており、被服が家政学の中心であったことが分かる。その他、食物学科が 4

校、生活科学科が 3 校、児童学科が 2 校、家政理学科と家庭理学科が 1 校ずつ置かれてい

る。生活科学科は、例えば和洋女子大学の場合、同大学沿革史では授業科目からみて内容

は食物が中心であったとしている３１。以上のような家政学部の組織は、戦前日本の家政学

が被服と食物を中心に発達したことが大きく影響していたといえる３２。また、家政学教育

基準中の学科名称と対比すると、家政学の専門領域の幅が狭いことが指摘できる。 

さらに、文学部の学科組織をみると、清泉女子大学のように国文学科と英文学科を基本

としていた。国文学科が設けられていないのは神戸女学院大学だけであるが、同校が申請

した国文学科は大学設置委員会から「教員組織が極めて不十分」として否定されたのであ

った３３。国文・英文以外の学科としては、歴史社会学科・哲学科を置く聖心女子、歴史学

科を置く日本女子、社会学科・家政学科・音楽部を置く神戸女学院大学などもみられる。
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る文理学部」とすることを「適当」とされ、また国文学科・史学科は 49 年度開設予定のた

め審査から除外された２７。しかし、文部省の認可書類中の文書では、1 学科だけの「英文

学部」として開設を認められ２８、結局 48 年度には英文学部のみで開学している。さらに

宮城学院女子大学の場合は、①英文学科のみで文学部を構成すること、②音楽部の名称と

その構成の 2 点が検討を要するとされ、また大妻女子大学では 5 学科からなる家政学部を

3 学科に統合することが適当と報告された。武庫川女子大学では、文学部(2 学科)と家政学

部(2 学科)の 2 学部で申請したが、「大学開設当初の負担能力」から判断して組織が大きす

ぎるため、2 学科からなる「学芸学部式とすることが適当」とされている。 

認可後の学部・学科の組織変更としては、49 年に津田塾大学では数学科を増設するとと

もに学部名を学芸学部に変更し、神戸女学院大学では音楽科を増設した。 

 次に学部ごとの学科組織を検討する。まず、学芸学部についてみると、国文学科・英米

文学科と被服学科・児童学科・食物学科という、文学系と家政学系の 2 系統から組織され

ている大阪樟蔭女子大学、国文学科と生活学科からなる武庫川女子大学の場合が典型とい

えよう。他の学芸学部としては、英文学科と音楽科からなる宮城学院女子大学、文学系と

家政学系に経済学科を加えた相模女子大学、音楽専攻を置く同志社女子大学などがある。 

次に、家政学部の学科組織を検討する。なお、「家政学教育基準」では学部とするには 3

学科以上、また学科とするには二つ以上の専攻課程を設ける必要があった。さらに学科の

事例として、児童・食物・被服・住居・社会福祉・施設経営の学科名が示されている。 

最も規模が大きい家政学部は日本女子大学のもので、5 学科から構成されている。ほと

んどの家政学部が被服と食物が中心であったのに対して、同校ではこれら 2 領域以外に児

童学科、社会福祉学科、家政理学科や住居学専攻を設けている。家政理学科は「家庭生活

の向上に資するを目的とする理科学的研究に主力」をおくもので２９、同校ではアメリカ的

な科学を基盤とする家政学の樹立を目指していた。このため、大学設置委員会も「就中家

政学部を設置して家政学の研究教育の水準を高めんとするところに本大学の特殊の使命が

ある」、その学科組織・内容は「科学的基礎を有」する、と高く評価している３０。 

日本女子大学も含めた家政学部全体の学科組織をみると、すべてに被服関係の学科や専

攻が設けられており、被服が家政学の中心であったことが分かる。その他、食物学科が 4

校、生活科学科が 3 校、児童学科が 2 校、家政理学科と家庭理学科が 1 校ずつ置かれてい

る。生活科学科は、例えば和洋女子大学の場合、同大学沿革史では授業科目からみて内容

は食物が中心であったとしている３１。以上のような家政学部の組織は、戦前日本の家政学

が被服と食物を中心に発達したことが大きく影響していたといえる３２。また、家政学教育

基準中の学科名称と対比すると、家政学の専門領域の幅が狭いことが指摘できる。 

さらに、文学部の学科組織をみると、清泉女子大学のように国文学科と英文学科を基本

としていた。国文学科が設けられていないのは神戸女学院大学だけであるが、同校が申請

した国文学科は大学設置委員会から「教員組織が極めて不十分」として否定されたのであ

った３３。国文・英文以外の学科としては、歴史社会学科・哲学科を置く聖心女子、歴史学

科を置く日本女子、社会学科・家政学科・音楽部を置く神戸女学院大学などもみられる。
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しかし、その中心は国文学と英文学で、共学大学の文学部よりも狭い分野に限られていた。 

以上のように、私立女子大学に設けられた専門領域は、薬学・数学・経済学・音楽など

の学科がごく少数みられたものの、ほぼ文学系と家政学系の学科に限定されていた。この

ような専門分野を設定した根拠として、女性の特性にふさわしい学問が必要といった論が

展開され、例えば日本女子大学では共学大学とは異なる「女子大学としての特色を文学部、

家政学部ともに充分に発揮」させると主張し３４、昭和女子大学でも「女子に最も適切なる

文学及び家政学」をもって組織するとしていた３５。一方、津田塾大学が自己の「諸能力を

円滑に高度に展開」させ、「平和的な文化国家並に社会を形成するためには婦人がその責任

の一半を負わなくてはならない」との使命を掲げたように３６、日本国憲法による女性の諸

権利の承認の下、新たな女性の役割にふさわしい教養を重視する傾向もみられた。大学に

よる相違はあったが、私学全体としては、戦後の民主社会を支える女性の育成と、女性の

特性に即した専門の必要性とが、一体のものとしてとらえられ、新たな女子大学像が形成

されたとみることができよう。この他、大学の性格に関して、日本女子大学同窓会誌が「男

子と同等の学的水準をもつ」研究大学となることを強調していたが３７、この点は他の私学

ではほぼ窺うことができず、成立期の私立女子大学を特徴づけていた。 

 

おわりに 

 成立期の女子大学の学部組織は、薬学部や国立女子大学の理学部などを除くと、ほとん

どが学芸学部・家政学部・文学部に限られていた。女子大学の学芸学部が文学系と家政系

から組織されていたことから、実質的には文学・家政を専門とする女子大学が圧倒的多数

を占めていたことになる。このような学部・学科の選択は、主に女性の特性とそれにふさ

わしい専門が必要との論理でなされ、国公私立の別はなかった。このため、社会科学系や

理工系などの学部を創設する構想は、成立期の女子大学にはほぼみられなかった。 

天野正子は戦後の女性の大学教育について、教育機会の平等化や性役割の流動化がどれ

程進んだかの視点から考察し、服飾学科など家政学部の学科構成からみて職業教育面が若

干広がったものの、その主流は英文・国文・家政などの従来の教養型にあったとする３８。

天野も指摘するように、この教養型は確かに戦前期の良妻賢母的なものではなく、津田塾

大学が目的に掲げたように、戦後の新たな女性の地位や役割にふさわしい教養を重視して

いたことも事実であった。全体として、戦後の民主社会を支える女性の育成と、女性の特

性に即した教育の必要性が一体的にとらえられ、新たな女子大学像として位置づけられた

といえよう。しかし、一人の人間としての成長よりも女性の特性に即した専門的教養教育

に重点を置く大学が多数だったとみることができる。この点は、今後、個別女子大学の教

育目的や教育方針についての分析を加えることによって一層明確になると考える。 

この他、研究大学か否かという点からみると、お茶の水女子・奈良女子・日本女子の各

大学は自らを研究大学と位置づけたが、このような性格の女子大学はごく一部であったこ

とも成立期の女子大学を特徴づけるものといえよう。 

全体を総括すると、成立期の女子大学の学部・学科は文学・家政学を中心として組織さ
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しかし、その中心は国文学と英文学で、共学大学の文学部よりも狭い分野に限られていた。 
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れ、公立と私立女子大学にその傾向が強くみられた。すなわち、特性教育的要素を含む教

養教育を重視したことが成立期の女子大学の学部・学科組織の特徴であり、1950 年までに

設けられた女子大学は、戦後における女性観の転換を含みながらも、戦前の男女分離教育

と特性教育論に根ざす専門領域などの「伝統」の上に成立したと結論づけることができる。 

成立期の女子大学がこのような特徴をもった背景としては、第一に多くの旧女専・女高

師が女性だけの大学となることを選択し、その選択と強く結びついて旧機関の専門を基盤

に学部・学科を組織するのが適切と判断したことにあった。第二に、準備期間も短く、さ

らには女専の教員や施設などが存在し、これらを引き継がざるを得ないという転換に際し

ての条件面も背景にあった。第三には、当該大学の意向だけでなく、保護者や社会に女性

の大学教育に男性のそれとは異なる意義や役割を求める意識が根強かったことも、その背

景としてあげることができよう３９。 

文学・家政学が主流の状態はおおよそ 1990 年頃まで続くことになり、成立期の専門領

域は、結果としてその後の女子大学のあり様や性格に強い影響を及ぼすこととなった。 

今後は、学部・学科への入学者数を把握するとともに、新制女子大学の目的・教育方針

についての考察を加え、全体として創設期の女子大学の特徴を実証的に明らかにしたい。 

 

注 
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れ、公立と私立女子大学にその傾向が強くみられた。すなわち、特性教育的要素を含む教

養教育を重視したことが成立期の女子大学の学部・学科組織の特徴であり、1950 年までに

設けられた女子大学は、戦後における女性観の転換を含みながらも、戦前の男女分離教育

と特性教育論に根ざす専門領域などの「伝統」の上に成立したと結論づけることができる。 

成立期の女子大学がこのような特徴をもった背景としては、第一に多くの旧女専・女高

師が女性だけの大学となることを選択し、その選択と強く結びついて旧機関の専門を基盤

に学部・学科を組織するのが適切と判断したことにあった。第二に、準備期間も短く、さ

らには女専の教員や施設などが存在し、これらを引き継がざるを得ないという転換に際し

ての条件面も背景にあった。第三には、当該大学の意向だけでなく、保護者や社会に女性

の大学教育に男性のそれとは異なる意義や役割を求める意識が根強かったことも、その背

景としてあげることができよう３９。 

文学・家政学が主流の状態はおおよそ 1990 年頃まで続くことになり、成立期の専門領

域は、結果としてその後の女子大学のあり様や性格に強い影響を及ぼすこととなった。 

今後は、学部・学科への入学者数を把握するとともに、新制女子大学の目的・教育方針

についての考察を加え、全体として創設期の女子大学の特徴を実証的に明らかにしたい。 
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